














































これまでの報告が 30 例に満たない、alpha-fetoprotein(AFP) 産生卵
巣セルトリ・ライディッヒ細胞腫の症例を経験した。
【症例】49 歳女性。4 妊 2 産。47 歳で閉経。近医で子宮筋腫の経過
観察中に右卵巣腫瘍を指摘された。MRI 検査では腫瘍は 8 × 7 cm
大、多嚢胞性であり、また腹水も認めた。精査加療目的に当科紹介
受診となった。超音波検査で充実性腫瘍の中に多発性の小嚢胞を認









テロン 2.08 ng/ml と高値であった。術後 22 日目には CA125 32.9 
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対した。　相談者は 4 月 11 日が 7 人、4 月 18 日は 47 人であった。
相談動機は新聞が最も多く 68％を占め、院内掲示は 4％であった。
全体の約 7 割が未受診者であり、そのうち約 8 割が何らかの対応を
要する結果であった。その後の電話相談とその受診の状況も合わせ
て報告予定である。
